
１．はじめに

我々は、日常生活において自分の努力がその努力に

見合うだけの成果につながる場合と、つながらない場

合を経験している。成果につながった場合には意欲や

自信につながり、反対に、成果につながらない場合に

は、意欲をなくして、自信も低下することになる。し

たがって、努力が成果に結びつく経験をしたか否かが

意欲や自信を生み出しているといえよう。

従来の理論でも上述した本人の努力や行動が成果を

伴うか否かが動機づけに反映する可能性が指摘されて

いる。特に、Seligman & Maier（1967）による学習

性無力感（Learned Helplessness）に関する理論があ

げられる。そこでは、自分の行動に成果が伴わない

（随伴しない）という認識が無気力感を引き起こすと

される。逆に、自分の行動に成果が伴う（随伴する）

という認識が意欲を引き起こすことになる。このよう

に、自分の行動に成果が随伴するか、しないという随

伴性の認識が意欲に重要な役割を果たしているのであ

る。

牧・関口・山田・根建（2003）は、この随伴性の認

識に注目し、中学生における随伴性と非随伴性の認識

に関する尺度を開発した。そこでは、随伴経験（自分

の行った努力が、成果を得たという経験）と非随伴経

験（自分の努力が成果を得なかったという経験）の主

観的な量に対応する得点が測定され、随伴経験得点と

自己効力感との間に正の相関、非随伴経験得点と自己

効力感の間に負の相関を見いだしている。すなわち、

随伴経験が多いと感じている者は自己効力感が高く、

非随伴経験が多いと感じている者は自己効力感が低い

という結果である。ここでの自己効力感（self-effica-

cy）は、ある結果を生み出すために必要な行動をど

の程度うまく行うことができるかという個人の確信で

あり（坂野・東條、1986）、自信に近いものといえよ

う。このように、随伴経験と非随伴経験が自己効力感

のような自信に影響することは、中学生に限られたも

のではない。大学生においても、随伴経験が重要であ

り、それが自信につながる可能性は高い。

そこで、本研究では、牧ら（2003）が開発した尺度

を用い、随伴及び非随伴経験が大学生の自己効力感に

及ぼす影響を検討する。また、先に述べたように、自

己効力感は、ある結果を生み出すために必要な行動を

どの程度うまく行うことができるかという個人の確信

であり、自信に近い概念である。それ故、自分の能力

や価値に関する評価的な感情や感覚である自尊感情

（山本・松井・山成、1982）とも関連性の強いことが

期待できる。したがって、本研究では、随伴・非随伴

経験と自尊感情の関連性も併せて検討する。
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２．方　法

２．１．被調査者

関西のM大学とN大学の女子学生476名であり、平

均年齢は、18歳６か月であった。

２．２．調査内容

２．２．１．主観的随伴経験尺度

牧ら（2003）において開発された尺度を用いた。こ

の尺度は、随伴経験を調べる15項目と非随伴経験を調

べる15項目からなっている。各項目に対しては、「よ

く経験したことがある」「少しは経験したことがある」

「あまり経験したことがない」「全く経験したことが無

い」の４段階評定尺度が用いられた。随伴経験の項目

例は、「困っているとき友人に助けを求めたら，力に

なってくれた」「友人の悩みを聞いてあげたら、感謝

された」「思いやりを持って他人に接していたら、友

人が増えた」「友人とじっくりつき合ったら、お互い

にわかりあえた」「友人のために自分のできることを

してあげたら、とても喜んでくれた」等であり、非随

伴経験の項目は、「友達のためを思ってしたことが、

逆に誤解された」「親切に接していたのに、いじわる

なことをされた」「自分は信用していたのに、友人が

自分を信用してくれなかった」「先生を信用していた

のに、期待を裏切られた」「友人と違う意見を言った

ら、その友人の態度がよそよそしくなった」等である。

２．２．２．一般性セルフ・エフィカシー尺度

自己効力感の測定に関しては、坂野・東條1993）に

よる一般性セルフ・エフィカシー尺度を用いた。この

尺度は16項目からなっており、「はい」（１）「いいえ」

（０）で答えるものであった。この尺度はＢ5判用紙に

印刷された。この尺度の項目は、「何か仕事をすると

きは、自信をもってやるほうである」「過去に犯した

失敗やいやな経験を思い出して、暗い気持ちになるこ

とがよくある」「友人よりすぐれた能力がある。」「仕

事を終えた後、失敗したと感じることのほうが多い。」

「人と比べて心配性なほうである。」等である。

２．２．３．自尊感情尺度

山本・松井・山成（1982）による尺度を用いた。こ

の尺度は10項目からなり、評定は「あてはまる」（５）

から「あてはまらない」（１）までの５段階であった。

いずれの尺度もＢ5判の用紙に印刷され、それぞれの

尺度の各項目と、評定段階に該当する数字を記入する

（ ）が印刷されていた。この尺度の項目は、「少なく

とも人並みには、価値のある人間である」「色々な良

い素質をもっている」「敗北者だと思うことがよくあ

る（逆転項目）」「物事を人並みには、うまくやれる」

「自分には自慢できるところがあまりない（逆転項目）」

等である。

２．３．調査手続き

調査は集団的に行われた。被調査者は上述の尺度が

印刷された用紙を配布され、調査者によって読み上げ

られる各項目に対して、評定段階に対応する数字を（ ）

に記入していった。各尺度の実施には、およそ15分程

度の間隔をおき、その間はこれらの尺度の内容とは関

連のない心理学に関する授業が行われた。

３．結　果

Table１には、随伴経験、非随伴経験、自己効力感

及び自尊感情の平均得点が示されている。また、これ

らの得点間の相関係数（ｒ）は、Table２に示されて

いる。随伴経験と自己効力感、自尊感情それぞれに正

の相関が見られた。また、非随伴経験と自己効力感及

び自尊感情の間には負の相関が見られた。

随伴経験及び非随伴経験が、自己効力感、自尊感情

に及ぼす影響を検討するために、随伴経験、非随伴経

験を予測変数、自己効力感、自尊感情をそれぞれ目的

変数とする重回帰分析を行った。その結果がTable３

に示されている。

さらに、随伴経験と非随伴経験の自己効力感や自尊

感情に及ぼす効果が直線的であるのか（各経験の増加

とともに自己効力感及び自尊感情得点が増加するの

か）否かを確認するために、随伴経験尺度得点の高中

低、非随伴経験尺度得点の高中低を組み合わせて、被

調査者を９群に分けて自己効力感及び自尊感情につい

て平均値を算出した。その結果が、Table４である。

自己効力感得点に関して、３（随伴経験；高中

低）×３（非随伴経験；低中高）の分散分析を行った

ところ、随伴経験の主効果（F（1,467）=26.23, p<.001）

が有意であった。Scheffe法による多重比較を行った

ところ、随伴経験高群が中群及び低群よりも自己効力

感得点が高く（それぞれ、p<.05, p<.001）、中群も低

群より得点が高かった（p<.001）（高＞中＞低）。また、
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Table１
随伴経験、非随伴経験、自己効力感及び自尊感情の

平均得点とSD

Table２
随伴・非随伴経験と自己効力感、自尊感情間の

相関係数（r）



非随伴経験の主効果（F（1,467）=4.12, p<.05）が有意で

あり、多重比較の結果、非随伴経験の低群及び中群が

高群よりも自己効力感得点が高かったが（p<.05）、前

２群間に有意差はなかった（低＝中＞高）。

同じように、自尊感情得点に関しても分散分析を行

った。その結果、随伴経験の主効果（F（1,467）=34.84,

p<.001）が有意であり、多重比較の結果、随伴経験高

群及び中群間に有意差はなかったが、ともに、低群よ

りも自尊感情得点が高かった（p<.001）（高＝中＞低）。

また、非随伴経験の主効果（F（1,467）=17.47, p<.001）

も有意であり、多重比較の結果、非随伴経験の低群が

中群（p<.05）及び高群（p<.001）よりも、自尊感情

得点が高く、中群も高群より自尊感情得点が高かった

（p<.001）（低＞中＞高）。

４．考　察

本研究の目的は、大学生において随伴及び非随伴経

験が自己効力感及び自尊感情に及ぼす効果を検討する

ことであった。上述した結果から、随伴経験の多さは

自己効力感及び自尊感情を高め、反対に、非随伴経験

の多さは、自己効力感及び自尊感情を低める可能性が

示唆された。ただし、非随伴経験の自己効力感への影

響は、自尊感情への影響よりも小さかった。

先行研究（牧ら、2003）で中学生において随伴経験

が多いほど自己効力感が高くなり、非随伴経験が少な

いほど自己効力感が高まることが示されているが、本

研究では大学生についても同様のことが示された。さ

らに、自尊感情についても随伴経験の多さと非随伴経

験の少なさによって高められることが明らかになっ

た。このように、自分の行動がよい結果につながった

経験が多いほど、自分はやればできるという確信につ

ながり、それが自尊感情やプライドにつながっていく

可能性が示唆された。ただし、牧ら（2003）は、改訂

学習性無力感モデル（Abramson, Seligman, &

Teasdale,1978; Seligman, Abramson, Semmel, & von

Baeyer,1979）を引用し、非随伴経験の原因を内的で

あり、安定的な、全般的要因に帰属することによって、

無気力感が増すという報告（Gong-Guy & Hammen,

1980; Klein, Fencil-Morse, & Seligman, 1976;

Seligman et al., 1979）の重要性を指摘している。こ

の指摘からすれば、反対に随伴経験があっても、その

原因を自分の努力や能力に帰属しないと、自尊感情は

あがらないだろうし、随伴経験によって生じた喜びを

うまく今後の活動に生かしていかなければ、自尊感情

が高まることはないであろう。このように、今後は、
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Table３
自己効力感及び自尊感情に及ぼす随伴経験と非随伴

経験の効果（重回帰分析）

Table４
随伴経験と非随伴経験の高低による群ごとの自己効力感と自尊感情



随伴経験と自尊感情に間に介在する変数を明らかにし

ていくことが課題である。
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